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■前田家の雅
	 －名物裂と能装束－

■大乗寺の文化財
	 －加賀に伝わる曹洞宗の名宝－

■新保甚平展	－風景巡礼－

■石川の近代彫刻を
	 ふりかえって

石川県指定文化財　三世　明峰素哲頂相
－大乗寺の文化財より－

畝村直久　　女（ポニーテール）
－石川の近代彫刻をふりかえって－

新保甚平　赤い水門
－新保甚平展より－
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重文　支那禅刹図式

　

前
田
家
の
染
織
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
名
物
裂
と
能
装

束
が
あ
り
ま
す
。
名
物
裂
と
は
主
に
中
国
の
宋
か
ら
清
の

時
代
に
製
織
さ
れ
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中

期
に
か
け
て
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
金
襴
、
緞
子
、
間
道
、

錦
な
ど
多
彩
な
裂
地
類
の
総
称
で
す
。
わ
が
国
の
茶
道
な

ど
近
世
文
化
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
書
画
の
表

装
裂
や
、
名
物
茶
道
具
の
仕
覆
と
し
て
、
当
時
の
優
れ
た

鑑
識
眼
を
も
つ
茶
人
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
が
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。
名
物
裂
の
収
集
は
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
収
集

に
よ
る
も
の
で
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、
当
時
唯

一
の
海
外
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
へ
家
臣
を
遣
わ
せ
、

買
い
求
め
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

能
楽
は
古
く
は
申
楽
の
能
と
呼
ば
れ
、
室
町
時
代
の
足

利
将
軍
家
の
庇
護
の
も
と
に
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
父
子
に

よ
っ
て
幽
玄
能
が
大
成
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
式
学

と
な
り
、
前
田
家
で
は
代
々
の
藩
主
が
好
み
、
華
や
か
な

能
装
束
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
前
田
育
徳
会
が
所
蔵

す
る
能
装
束
の
中
に
は
、
畳
紙
に
「
古
渡　

無
色
金
入
蜀

織
／
御
唐
織
／
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）　

御
仕
立
…
」
の
墨
書
が
あ
る
古
渡
り
の
裂

を
用
い
た
装
束
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
）
ま

た
、
室
町
将
軍
足
利
義
政
が
「
二
人
静
」
の

演
能
に
着
用
し
た
と
さ
れ
る
「
双
鳳
丸
文
様

金
襴
」
は
、
こ
の
演
能
に
由
来
し
て
「
二
人

静
金
襴
」
と
呼
ば
れ
、
名
物
裂
の
金
襴
の
代

表
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
名
物

裂
と
能
装
束
の
雅
の
世
界
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

曹
洞
宗
と
言
え
ば
開
祖
道
元
が
越
前
に
開
い
た
永
平

寺
、
そ
し
て
現
在
の
本
山
が
あ
る
横
浜
總
持
寺
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。
し
か
し
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
輪
島
門
前

の
總
持
寺
祖
院
が
明
治
以
前
の
本
山
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

曹
洞
宗
四
世
の
瑩
山
紹
瑾
が
、
能
登
の
諸
嶽
観
音
堂
に
招

か
れ
、
寺
号
を
總
持
寺
、
山
号
は
諸
嶽
山
と
改
名
し
て
禅

院
と
し
た
こ
と
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
瑩
山
は
加
賀
大
乗
寺
の
二
世
と
し
て
知
ら
れ
ま

す
。
大
乗
寺
よ
り
能
登
に
赴
い
て
宗
勢
を
広
め
た
の
で
す

が
、
こ
の
時
代
は
大
乗
寺
が
加
賀
曹
洞
宗
の
中
心
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
大
乗
寺
は
永
平
寺
以
外
で
最

初
に
建
て
ら
れ
た
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
曹

洞
宗
第
二
の
本
山
」
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代

末
、
永
平
寺
よ
り
招
か
れ
た
徹
通
義
介
が
野
市
（
現
在
の

野
々
市
）
に
あ
る
真
言
寺
院
を
禅
寺
と
し
て
開
山
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
大
乗
寺
の
始
め
で
す
。
こ
の
と
き
徹
通
は
道

元
の
伝
来
し
た
数
々
の
文
化
財
を
大
乗
寺
に
持
ち
込
み
ま

し
た
。
今
回
展
示
す
る
『
佛
果
碧
巌
破
関
撃
節
』（
一
夜

碧
巌
集
）
や
『
支
那
禅
刹
図
式
』（
寺
伝
五
山
十
刹
図
）

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
寺
地
は
木
の
新
保
（
現
在
の
金
沢
市
本
町
）、

本
多
町
と
移
り
、
元
禄
の
頃
に
長
坂
に
移
転
し
て
今
日
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
乗
寺
に
伝
世
す
る
文
化
財
は
当
館
に
一
括
寄

託
さ
れ
て
お
り
、
古
文
書
・
絵
画
・
工
芸
な
ど
総
数
お
よ

そ
四
百
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

第2展示室

大乗寺の文化財
－加賀に伝わる曹洞宗の名宝－

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の雅
－名物裂と能装束－

12月1日（土）～12月24日（月・休）　会期中無休12月1日（土）～12月24日（月・休）　会期中無休

色無金入蜀江形大丸紋唐織
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新保甚平　黄金の時	アルノ川　1999年長谷川八十　軍鶏

　

新
制
作
協
会
会
員
の
洋
画
家
新
保
甚
平
氏
の
金
沢
美

術
工
芸
大
学
卒
業
時
か
ら
現
在
ま
で
の
創
作
の
歩
み
を

二
十
五
点
の
作
品
に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
保
氏
の
描
画
法
は
テ
ン
ペ
ラ
と
油
彩
に
よ
る
混
合

技
法
を
主
と
し
た
も
の
で
、
正
面
構
図
や
装
飾
性
と
省

略
性
、
空
間
の
扱
い
、
し
っ
と
り
と
し
た
艶
消
し
の
画

面
な
ど
、
日
本
画
に
通
じ
る
叙
情
性
を
漂
わ
せ
て
い
ま

す
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
テ
ー
マ
は
各
地
の
水
門
や
発
電
所

で
、
実
像
と
水
面
に
映
え
る
鏡
像
と
が
交
差
し
た
風
景

が
、
色
彩
を
抑
え
て
描
き
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
実

像
と
鏡
像
と
の
組
み
合
わ
せ
は
千
変
万
化
で
、
尽
き
る

こ
と
の
な
い
興
趣
を
作
家
は
感
じ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
平
成
十
年
以
降
、
色
彩
を
一
気
に
解
放

し
た
か
の
よ
う
な
、
イ
タ
リ
ア
の
明
る
く
カ
ラ
フ
ル
な

風
景
が
加
わ
り
、
新
保
氏
の
描
く
世
界
は
大
き
く
広
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
構
図
の
自
在
性
と
表
現
の
多
様
性

が
増
し
、
こ
れ
ま
で
描
い
て
き
た
テ
ー
マ
を
様
々
な
角

度
か
ら
検
証
す
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

新
保
甚
平
氏
が
謙
虚
に
描
き
綴
っ
て
き
た
風
景
画
の

世
界
を
、
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

新
保
甚
平
氏
略
歴

　

昭
和
二
十
四
年
小
松
市
に
生
ま
れ
る
。
パ
リ
国
立
美

術
学
校
留
学
を
経
て
五
十
二
年
金
沢
美
術
工
芸
大
学
油

絵
科
卒
業
。
五
十
六
年
新
制
作
協
会
展
初
入
選
、
平
成

四
年
同
展
新
作
家
賞
（
十
八
年
、
十
九
年
新
作
家
賞
）。

七
年
昭
和
会
展
優
秀
賞
。
十
年
文
化
庁
派
遣
芸
術
家
在

外
研
修
員
と
し
て
イ
タ
リ
ア
で
学
ぶ
。
二
十
二
年
新
制

作
協
会
会
員
推
挙
。

　

本
年
は
奇
し
く
も
、
当
県
を
代
表
す
る
彫
刻
家
た
ち

の
遠
忌
の
区
切
り
を
迎
え
る
年
回
り
と
な
っ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
先
ず
今
年
四
月
～
五
月
に
か
け
特
集

展
示
を
開
催
致
し
ま
し
た
、
吉
田
三
郎
は
今
年
没
後

五
十
年
で
し
た
が
吉
田
三
郎
に
止
ま
ら
ず
、
畝
村
直
久

没
後
五
十
年
。
長
谷
川
八
十
同
三
十
年
。
田
中
太
郎
同

二
十
年
。
米
林
勝
二
同
十
年
と
揃
っ
て
没
後
の
区
切
り

を
迎
え
る
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
展
は
畝
村
・
長

谷
川
・
田
中
・
米
林
の
四
氏
に
つ
い
て
館
蔵
品
を
中
心

に
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
以
上
四
人
の
彫
刻
家
た
ち
は
、
作
風
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
こ
と
は
元
よ
り
テ
ー
マ
や
表
現
様
式
ほ
か
所

属
し
た
美
術
団
体
、
ま
た
彫
刻
制
作
以
外
で
も
そ
の
生

涯
に
於
け
る
活
動
も
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
各
作
家

の
人
と
な
り
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
展
開
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

金
沢
市
生
ま
れ
の
畝
村
直
久
は
戦
後
の
具
象
彫
刻
の

発
展
を
予
感
さ
せ
る
シ
ャ
ー
プ
で
都
会
的
な
作
品
を
制

作
し
日
展
で
活
躍
し
ま
し
た
。
金
沢
市
生
ま
れ
の
長
谷

川
八
十
は
二
科
会
か
ら
二
紀
展
に
参
加
し
て
活
躍
、
絶

え
ず
斬
新
な
造
形
を
模
索
し
ま
し
た
。
ま
た
金
沢
美
大

教
授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も
当
た
り
ま
し
た
。
七
尾

市
生
ま
れ
の
田
中
太
郎
は
院
展
で
活
躍
し
、
得
意
と
し

た
木
彫
ほ
か
塑
造
で
も
多
彩
な
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

金
沢
市
生
ま
れ
の
米
林
勝
二
は
幅
広
く
彫
刻
制
作
を

行
っ
た
ほ
か
金
沢
大
学
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も

当
た
り
、
ま
た
地
域
の
文
化
財
行
政
な
ど
に
も
長
年
携

わ
り
ま
し
た
。
以
上
の
本
県
を
代
表
し
ま
す
多
彩
な
彫

刻
家
た
ち
の
作
品
を
ご
覧
下
さ
い
。

第4展示室

石川の近代彫刻
をふりかえって
12月1日（土）～12月24日（月・休）　会期中無休

第3展示室

新保甚平展
－風景巡礼－

12月1日（土）～12月24日（月・休）　会期中無休
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日
本
的
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
（
野
獣
派
）
の
流
れ
を
汲
む
独

立
展
は
、
昭
和
五
年
に
結
成
さ
れ
、
須
田
国
太
郎
や
林
武
な

ど
、
自
由
で
個
性
強
烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
日
本
有
数
の
団
体
展
で
す
。

　

石
川
独
立
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出

品
者
を
中
心
に
Ｄ
Ｏ
展
と
し
て
発
足
し
、
今
回
二
十
二
回
展

を
迎
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
各
自
三
～
五
点
を
出
品
し
、
初

日
の
十
二
月
一
日
（
土
）
に
は
批
評
会
を
行
い
ま
す
。

◇
出
品
作
家

伊
藤
裕
貴
、
乙
部
久
子
、
金
子
顕
司
、
京
岡
英
樹
、
桑
野

幾
子
、
桜
井
節
子
、
田
井　

淳
、
西
又
浩
二
、
堀　

一

浩
、
三
浦
賢
治
、
村
上
有
輝
、
吉
川
信
一

　

賛
助
出
品　

寺
島　

穰

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

堀　

一
浩

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
四
六

－
〇
七
一
一

　
「
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

志
賀
町
に
関
す
る
題
材
を
描
い
た
絵
画
作
品
を
展
示
す

る
展
覧
会
で
す
。

　

例
年
、
招
待
作
品
か
ら
県
内
外
の
一
般
作
品
ま
で
約

二
百
点
余
り
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
水
彩
画
・

版
画
な
ど
の
作
品
を
志
賀
町
と
金
沢
市
で
展
示
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
開
場
式
を
十
二
月
七
日
（
金
）
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
石
川
県
立
美
術
館
で
開
催
し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

　

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
カ
の
一
の
一

　
　

志
賀
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
七

－

三
二

－

二
九
七
〇

　

東
京
写
真
研
究
会
が
主
催
す
る
研
展
は
、
関
東
、
中
部
、

関
西
、
北
陸
の
四
支
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
募
展

は
、
会
員
部
門
と
公
募
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
今
回
は

三
六
五
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
北
陸
部
に
お
い
て
の

入
賞
者
は
、
会
員
部
門
が
四
名
、
公
募
部
門
も
四
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

合
評
会
は
十
二
月
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
行
い
ま

す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

　

金
沢
市
東
山
二
丁
目
二

－

八

　
　

土
田
貴
夫

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
五
一

－

〇
七
二
三

　

丹
羽
俊
夫
会
長
が
石
川
県
を
基
盤
と
し
て
創
立
し
、

今
年
三
十
六
回
展
を
迎
え
ま
す
。

　

理
事
長
三
宅
厚
史
、
副
理
事
長
今
村
文
男
を
は
じ

め
、
県
内
外
か
ら
の
出
品
を
中
心
に
日
本
画
百
点
余
を

展
観
。
ま
た
新
院
展
選
抜
金
沢
展
に
出
品
さ
れ
た
秀
作

も
多
数
展
示
致
し
ま
す
。

◇
主
な
出
品
者

北
川
真
理
子
・
松
尾
功
一
朗
・
伊
藤
夏
子 

南
好

乃
・
中
村
勝
代
・
大
窪
昭
子
・
牛
丸
美
代
子
・ 

北

出
朝
之
・
保
科
誠
・
柴
田
輝
枝
・
村
中
博
文

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

　

金
沢
市
窪
一

－

二
二
三

　
　

丹
羽
俊
夫

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
四
四

－

五
九
一
六

第7・8展示室

第97回 公募写真展 研展
第8・9展示室

第22回	独立DO展
12月1日（土）～12月4日（火）　会期中無休

第7～9展示室

平成24年度
志賀町を描く美術展
12月7日（金）～12月11日（火）　会期中無休

第8・9展示室

第36回	公募日創展
＆新院展選抜金沢展
12月22日（土）～12月23日（日・祝）　会期中無休

12月14日（金）～12月19日（水）　会期中無休

12月の企画展示室
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〝
稲
架
木
〟（
は
さ
ぎ
）
と
い
う
漢
字
を
ル
ビ
な
し
で
読
め
る
方
は
も

う
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
辞
書
で
引
く
と
、

〝
稲
架
木
は
田
の
あ
ぜ
道
に
沿
っ
て
、
た
も
の
木
や
は
ん
の
木
を
植
え

て
、
稲
の
収
穫
時
に
木
々
に
横
木
を
渡
し
て
稲
の
乾
燥
に
利
用
す
る
も

の
〟
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。〝
は
さ
〟
と
言
っ
て
、
臨
時
に
木
の

棒
を
組
ん
で
稲
を
干
す
風
景
は
以
前
は
よ
く
見
か
け
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
農
業
の
機
械
化
が
進
ん
で
最
近
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
。
こ
の
稲
架
木

が
立
ち
並
ぶ
景
色
を
村
田
氏
は
越
後
で
見
て
強
く
心
惹
か
れ
た
の
で
し

た
。
も
う
二
十
年
近
く
こ
の
テ
ー
マ
で
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

幹
の
枝
は
切
り
落
と
さ
れ
、
頭
頂
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
枝
が
繁
茂
す

る
稲
架
木
は
、
一
人
の
人
間
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
冬
の
田
圃
に
雪

を
か
ぶ
っ
て
立
つ
稲
架
木
、
春
先
に
今
秋
の
実
り
を
待
つ
稲
架
木
、
そ

の
隊
列
を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
い
て
、
個
性
や
喜
怒
哀
楽
が
託

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
。
作
者
の
描
く
風
景
に
は
、
風

景
を
自
然
と
し
て
描
く
も
の
と
、
風
景
と
樹
木
を
対
峙
さ
せ
自
己
の
感

興
や
思
い
を
述
べ
る
も
の
と
が
あ
る
よ
う
に
う
か
が
え
ま
す
。
近
年
の

稲
架
木
を
描
く
作
品
は
、
ま
さ
に
後
者
で
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
一
本

一
本
の
木
に
託
し
て
描
い
て
い
る
、
そ
う
し
た
思
い
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
学
生
時
代
の
自
画
像
か
ら
、
金
沢
美
大
卒
業

時
に
小
絲
源
太
郎
に
出
会
っ
て
師
事
し
上
京
、
人
物
か
ら
風
景
へ
と

テ
ー
マ
を
移
し
、
そ
の
後
の
試
行
錯
誤
を
経
て
自
己
の
作
風
を
確
立
し

て
い
く
、
そ
う
し
た
村
田
省
蔵
氏
の
画
業
の
歩
み
を
余
す
こ
と
な
く
示

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
七
年
、
須
田
国
太
郎
が
銀
座
の
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
一
回
個
展

を
開
い
た
際
に
、
京
都
八
坂
の
塔
を
描
い
た
「
法
観
寺
塔
婆
」
は
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
須
田
は
四
十
一
歳
。
ず
い
ぶ
ん
遅
い
画
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

で
す
。
で
も
、
そ
の
分
じ
っ
く
り
と
画
面
は
思
索
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
に
も
用
い
ま
し
た
し
、
会
場
で
も
、
真
っ
先
に
ご
覧
い
た
だ

く
よ
う
第
七
展
示
室
の
正
面
に
壁
面
を
立
て
て
展
示
し
ま
し
た
。

　

神
秘
的
な
佇
ま
い
で
塔
が
奥
に
す
く
っ
と
描
か
れ
、
そ
の
前
に
棒
が
何
本

か
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
柱
が
杉
木
立
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
画
面
の

神
秘
性
を
高
め
て
い
る
の
で
す
。
須
田
は
こ
の
絵
を
商
店
街
の
通
り
の
側
溝

を
足
場
に
描
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
卑
近
な
現
実
と
い
に
し
え
の
塔
、

現
実
を
咀
嚼
し
平
面
に
再
構
築
す
る
須
田
の
制
作
が
よ
く
現
れ
た
作
品
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
須
田
の
絵
画
世
界
は
難
解
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
初
期

の
作
品
は
い
ず
れ
も
赤
味
を
帯
び
、
こ
の
色
調
も
絵
の
難
し
さ
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
初
「
法
観
寺
塔
婆
」
を
見
た
と
き
「
エ
ッ
、
こ
ん

な
に
赤
い
絵
だ
っ
た
っ
け
」
と
驚
い
た
も
の
で
し
た
。
当
初
か
ら
赤
か
っ
た

の
か
、
下
地
が
強
く
出
て
赤
く
変
化
し
て
き
た
の
か
、
不
可
解
な
色
調
で
し

た
。
で
も
何
度
も
見
て
い
る
う
ち
に
、
こ

の
赤
が
よ
り
絵
の
神
秘
性
を
増
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
き
た
の
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
が
、
須
田
国
太
郎
と
い

う
中
央
画
壇
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
に
も
関
わ

ら
ず
、
少
数
の
方
々
に
し
か
ご
覧
い
た
だ

け
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ
の

難
解
さ
が
ネ
ッ
ク
の
一
因
と
思
え
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
な

工
夫
を
痛
感
し
た
展
覧
会
で
し
た
。

村田省蔵展	－画業60年の歩み－
平成25年1月4日（金）～2月11日（月・祝）　会期中無休

企画展Topics

展
覧
会
回
顧

須
田
国
太
郎
展	

－

没
後
五
〇
年
に
顧
み
る

－

凛として　2009年　当館蔵
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今
回
の
文
化
財
現
地
見
学
は
、
題
し
て
「
美
濃

の
名
刹
を
め
ぐ
る
―
岐
阜
を
訪
ね
て
―
」。
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
美
濃
地
方
の
寺
院
を
中
心

に
、
そ
の
文
化
や
信
仰
に
触
れ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
企
画
で
し
た
。

　

初
日
、
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、

バ
ス
は
朝
七
時

に
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅

を
出
発
、
一
路

多
治
見
市
の
永

保
寺
へ
向
か
い

ま
し
た
。
今
回

は
雲
水
さ
ん
の

案
内
に
よ
り
、

特
別
に
国
宝
の

観
音
堂
・
開
山
堂
の
内
部
に
ま
で
入
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
名
勝
の
庭
園
と
あ
わ
せ
て
そ
の
落

ち
着
い
た
美
し
さ
に
は
感
銘
し
き
り
で
し
た
。
ま

た
、
観
音
堂
に
収
め
ら
れ
る
流
木
で
組
ま
れ
た
厨

子
は
珍
し
く
、
素
朴
で
印
象
的
な
姿
に
心
惹
か
れ

る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
可
児
市
へ
移
動
し
て
昼
食
を
と
り
、
願

興
寺
へ
向
い
ま
し
た
。
女
性
の
ご
住
職
に
寺
院
の

説
明
を
い
た
だ
き
、
霊
宝
殿
で
は
二
十
体
以
上
の

重
文
仏
像
を
前
に
読
経
。
心
に
響
く
凛
と
し
た
お

声
に
、
願
興
寺
の
精
神
や
仏
像
の
心
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
で
し
た
。

　

続
い
て
関
市
、
新し

ん

長ち
ょ
う

谷こ
く

寺じ

へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
境
内
に
入
る
と
す
ぐ
、
整
然
と
並
ん
だ
檜
皮

葺
の
伽
藍
建
築
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
荘

厳
な
室
町
建
築
に
感
嘆
し
な
が
ら
奥
の
本
堂
ま
で

進
み
、
ご
住
職
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
最
後
は
岐
阜
県
博
物
館
で
す
。
開
催
中

の
展
覧
会
「
飛
騨
・
美
濃
の
信
仰
と
造
形
―
古

代
・
中
世
の
遺
産
―
」
を
学
芸
員
の
方
の
解
説
に

よ
り
鑑
賞
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
内
の
国
宝
・
重
文

を
含
む
文
化
財
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
先
に
訪
れ

た
永
保
寺
や
願
興
寺
か
ら
も
仏
像
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。「
い
つ
も
は
あ
の
お
堂
の
中
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
…
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
日
目
は
朝
か
ら
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、
心
は

晴
れ
や
か
に
岐
阜
市
の
乙お

っ

津し
ん

寺じ

へ
向
い
ま
し
た
。

若
さ
ん
や
お
庫
裏
さ
ん
に
親
し
く
ご
案
内
い
た
だ

き
、
境
内
お
堂
を
は
じ
め
仏
像
や
堂
本
印
象
筆
の

天
井
画
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
観
光
地
で
は
な
い
も
の
の

朝
か
ら
参
拝
の
方
が
見
え
て
お
り
、
若
さ
ん
の

お
経
も
清
々
し

く
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
寺
院

の
姿
が
窺
い
知

れ
ま
し
た
。

　

次
に
揖
斐
郡

へ
向
か
い
、
横

蔵
寺
を
目
指
し

ま
し
た
。
雨
に

佇
む
寺
院
の
姿

は
静
謐
で
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
最
後
ま
で
熱
心
に
ご

説
明
下
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の

お
か
げ
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
珍
し
い
舎
利
仏
（
ミ
イ
ラ
）
や
深
沙
大
将

立
像
な
ど
も
興
味
深
く
、
驚
き
と
と
も
に
歴
史
の

奥
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

華
厳
寺
門
前
で
昼
食
後
、
最
後
の
見
学
地
で

あ
る
華
厳
寺
を

拝
観
し
ま
し

た
。
雨
が
強
く

な
る
中
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
方
々
の
説

明
を
受
け
な
が

ら
長
い
境
内
を

本
堂
ま
で
歩
み

ま
し
た
。
西
国

三
十
三
ヶ
所
満

願
の
お
寺
で
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
が
境
内
各
所

に
あ
り
、
巡
礼
の
心
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　

二
日
間
に
渡
り
、
美
濃
地
方
を
東
か
ら
西
へ
横

断
す
る
コ
ー
ス
で
進
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
無
事

に
行
程
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
参

加
者
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
早
足
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
反
省
が
残
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
内
容
を
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

文化財現地見学報告

美濃の名刹をめぐる　－岐阜を訪ねて－
平成24年10月27日（土）～28日（日）
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九
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
学
校
出
前
講
座
は
、
小
松
市
の
国

府
小
学
校
、
第
一
小
学
校
、
東
陵
小
学
校
、
そ
し
て
白
山
市
広
陽
小

学
校
の
四
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
前
講
座
で
は
ゲ
ー
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
鑑
賞
方
法
の
ア
ー

ト
ゲ
ー
ム
や
、
ク
ラ
ス
の
皆
で
一
点
の
作
品
か
ら
見
つ
け
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
出
し
合
う
対
話
型
鑑
賞
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

人
で
作
品
を
見
る
よ
り
、
作
品
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た

り
、
友
だ
ち
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞
は

ぐ
っ
と
深
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
学
芸
員
が
子
ど
も
た
ち
の

前
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
意
見
や
感
想
を
尋
ね
な
が
ら
授
業
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
初
め
て
出
会
う
私
た
ち
が
進
め
る
授
業

の
中
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
皆
の

前
で
発
表
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
勇
気
が
い
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち

の
発
言
が
少
な
い
授
業
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

は
皆
の
前
で
の
発
言
を
し
な
く
て
も
、
作
品
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
思

い
は
持
っ
て
い
る
こ
と
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
学
校
に
伺
い
ま
す
が
、
授
業
で
出
会
う
子
ど
も

た
ち
の
様
子
も
様
々
で
す
。
こ
の
出
前
講
座
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
少
し
で
も
有
意
義
な
体
験
に
な
る
よ
う
、
活
動
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
た
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
合
わ
せ
た
授

業
の
進
め
方
が
で
き
る
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

講
演
会
「
こ
れ
か
ら
の
道
」

村
田
省
蔵
氏（
洋
画
家
・
芸
術
院
会
員
）

　聞
き
手 

嶋
崎
丞（
当
館
館
長
）

・
日
時
：
一
月
十
三
日
㈰　

午
後
一
時
三
十
分
～

・
会
場
：
美
術
館
ホ
ー
ル
、
聴
講
無
料
・
申
込
不
要

村
田
省
蔵
氏
の
画
業
の
展
開
に
つ
い
て
、
村
田
氏
が
当
館
館
長
と
の
対
談
に
よ
り
語
り

ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

・
日
時
：
一
月
十
二
日
㈯　

午
後
一
時
三
十
分
～

・
会
場
：
美
術
館
ホ
ー
ル
、
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で
す
。

・「
し
ゅ
う
さ
え
こ　

日
本
の
風
景
を
歌
う
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
』
第
十
四
代
う
た
の
お
ね
え
さ
ん
と
し
て
活
躍
し
た

声
楽
家
し
ゅ
う
さ
え
こ
さ
ん
が
、
村
田
省
蔵
氏
の
描
く
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
歌
い
ま
す
。

・
申
込
方
法
：
下
記
の
通
り
往
復
は
が
き
で
当
館
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

往
信
用
の
表
面　

〒
九
二
〇

－

〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　

し
ゅ
う
さ
え
こ
コ
ン
サ
ー
ト
宛
。

　
　
　
　
　

裏
面
に
申
込
者
の
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名　

電
話
番
号
。

　

返
信
用
の
表
面　

申
込
者
の
〒
番
号
、
住
所
、
氏
名

　
　
　
　
　

裏
面
は
応
募
結
果
を
印
刷
す
る
の
で
、
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

＊
締
め
切
り　

十
二
月
二
十
七
日
㈭
必
着
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

村
田
省
蔵
展
会
期
中
、
一
月
十
三
日
以
外
の
日
曜
日
に
、
午
前
十
一
時
か
ら
展
覧
会
場

に
て
担
当
学
芸
員
が
行
い
ま
す
。
五
回
を
予
定
。
展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

ミュージアムレポート

どこでもミュージアム（学校出前講座）

村
田
省
蔵
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

十
二
月
の
行
事
予
定

■
講
演
会

　13
時
30
分
～

　美
術
館
ホ
ー
ル

　聴
講
無
料

12
月
1
日（
土
）
新
保
甚
平
展
関
連
講
演
会

演
題
「
も
う
少
し
…
◦
」

講
師
／
新
保　

甚
平
氏

（
画
家
新
制
作
協
会
会
員
）

ご
利
用
案
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料

一

　般
／
三
五
〇
円（
二
八
〇
円
）

　大
学
生
／
二
八
〇
円（
二
二
〇
円
）

　高
校
生
以
下
／
無
料

※（

　
　）内
は
団
体
料
金

　毎
月
第
一
月
曜
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
無
料
の
日（
十
二
月
は
三
日
）

十
二
月
の
開
館
時
間

　午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
六
時

　カ
フ
ェ
営
業
時
間

　午
前
十
時
～
午
後
七
時

年
末
年
始
の
休
館
日
は
十
二
月
二
十
五
日
～
一
月
三
日
で
す
。（
カ
フ
ェ
は
年
中
無
休
）
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企画展Topics　村田省蔵展　－画業60年の歩み－
会期：2013年1月4日（金）～2月11日（月・祝）

次回の展覧会　会期：2013年1月4日（金）～2月11日（月・祝）

診療室の女医さん　1949年

ヴェネチヤの赤い館　1982年
松岡美術館

丘　1992年

午後の町　1972年

雪明け　1976年　金沢市

春めく　1998年　当館蔵

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3展示室 第5展示室 企画展示室

新春を寿ぐ
―天神画像を中心に―

雅の造形
―茶道と能楽―

―清廉の女性美―

竹沢基展
明治の工芸

当館企画展

村田省蔵展
―画業60年の歩み―


